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１２

や
わ
た
は
ま

八
幡
浜

四
国
・
愛
媛
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
八
幡
浜
市
は
、

太
平
洋
の
黒
潮
が
流
れ
込
む
宇
和
海
に
面
し
、
四
国

有
数
の
魚
市
場
に
は
豊
富
な
魚
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
海
に
面
す
る
段
々
畑
で
は
、
国
内
有
数
の
美

味
し
い
み
か
ん
が
育
ち
ま
す
。

海
の
色
と
山
の
色
が
鮮
や
か
な
対
照
を
な
す
自
然
豊

か
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
す
。

東
経
　
度
　
分
　
秒 

北
緯
　
度
　
分
　
秒
（
八
幡
浜

庁
舎) 

東
京
と
比
べ
　
度
の
差
が
あ
り
、
夜
明
け
と

日
没
と
も
に
　
分
ほ
ど
遅
く
な
り
ま
す
。

八幡浜市とは？

飛行機（松山空港）をご利用の場合
札幌（千歳）―愛媛（ANA）
東京（羽田）―愛媛（ANA・JAL）　
東京（成田）―愛媛（Jetstar）　　　　　　　
大阪（伊丹）―愛媛（ANA・JAL）
大阪（関西）―愛媛（Peach）
名古屋（中部）―愛媛（ANA）
福岡（福岡）―愛媛（JAC）
鹿児島（鹿児島）―愛媛（JAC）
沖縄（那覇）―愛媛（ANA）

車をご利用の場合
松山市中心部から 【約1時間20分】

バスをご利用の場合
東京・名古屋・大阪と八幡浜を結ぶ高速バス（夜行便）が
運行しています。また大阪との高速バス（昼行便）や松山
空港シャトルバスも発着しています。

【特急50分】

JRをご利用の場合
松山駅↔八幡浜駅

【2時間25分】

【2時間50分】

フェリーをご利用の場合
別府↔八幡浜（宇和島運輸フェリー）
臼杵↔八幡浜（九四オレンジフェリー・
　　　　　　　　　  宇和島運輸フェリー）

【2時間10分】
【1時間25分】
【1時間40分】
【50分】
【55分】
【1時間10分】
【45分】
【60分】
【1時間50分】

（高速道路利用）

八幡浜市へのアクセス

アクセス

八幡浜港は、3000t級のフェリー便が1日20
往復就航し、年間約70万人が利用しています。
現在整備中の大洲・八幡浜自動車道は、単に松山方面へ結ばれる
だけでなく、対岸の大分県から八幡浜港～四国内の高速道路～本
州四国連絡高速道路を経由し京阪神に至る、新たな国土軸を形成
する重要な路線として事業がすすめられています。

みかんみかん
リアス式海岸で急峻な地形に、先祖代々石を積み上げて段々畑が作ら

れてきました。

「空からの太陽」「海から反射する太陽」「段々畑の石垣から反射する

太陽」の 3 つの太陽を豊富に浴びて栽培される「日の丸」「真穴」「川上」

「みつる」などのブランドみかんを筆頭に、品質・生産量ともに全国トッ

プクラスです。

さかな
豊かな漁場に恵まれている八幡浜には、四国有数の水揚げを誇る魚市

場があります。旬のさかなが回遊してくる宇和海や、豊後水道などの

漁場を舞台に、古くから八幡浜港は栄え、年間200種類以上の魚が水

揚げされます。豊富な種類のさかなを利用した蒲鉾やじゃこ天などの

練物製品が多いのも特徴です。

歴史・文化
明治に入り県下有数の商都として栄えた八幡浜地区には、往時の面影

を残す建物が多く存在します。保内地区にも赤レンガ倉庫や擬洋風建

築など、近代の繁栄をしのばせる町並みが残されています。現在も利

用されている国指定重要文化財の日土小学校をはじめ、近代モダニズ

ム建造物も多く残っています。
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赤レンガ倉庫

白石和太郎洋館日土小学校
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４

四季を通じて温暖で暮らしやすい。

水道普及率

95.5
下水道普及率

（公共下水・水洗化率）

75.1%
光インターネット
市内全域接続可

% 100%
市内全域

LPガス
四国内の市で1位 ※離島を除く

生活インフラ

平均気温

16.9℃

1687.7mm

平均降水量

人口数

世帯数

地図

気　候

３

八 幡 浜 市八 幡 浜 市

八幡浜

双岩

八幡浜

双岩

千丈千丈

東部や山間部は沿岸部と比べ寒暖の差が大きい

※H26 年～ H28年の平均

八幡浜市

16.5℃東 京

17.2℃大 阪

1789.5mm東 京

1460.2mm大 阪

八幡浜市

地図

別府～八幡浜

臼杵～八幡浜

車で約15分
中心地より

総人口

33,746人 女18,000人

16,116世帯

男15,746人

（H31年 2月末　住民基本台帳調べ）

（H31年 2月末　住民基本台帳調べ）

車で約20分
中心地より

車で約25分
中心地より

車で約15分
中心地より

車で約15分
中心地より

市役所
八幡浜庁舎

市立病院

市役所
保内庁舎

お
だ
や
か
に
暮
ら
せ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

瀬
戸
内
海
と
宇
和
海

2
つ
の
海
に
面
す
る
八
幡
浜

自
然
豊
か
で
温
暖
な
気
候

市
の
中
心
部
か
ら
　
　
の
範
囲
に

ほ
と
ん
ど
の
生
活
機
能
が
集
約
さ
れ

自
然
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら

便
利
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

5
km

市の中心部から
5kmのエリア

0km 5km









ル
ネン

ト
津
木
喜

ル
ネ
ン
ト
女
瞽

夜 昼
 ト ン

 ネ 
ル

宇　和　海

宮
内
川

峠
置
笠

峠
越
鳥

峠
榎

峠
が
女
瞽

高地ヶ峠

雨乞山

川上

真網代

栗野浦

川之石

喜木津

日土町

高野地

中津川五反田

布喜川

川之内

広 早

磯 崎

宮 内

郷

大 平

松 柏

広 瀬

八 代

合 田

横 平

谷

国 木

若 山

喜 木

須 川

穴 井

西 予 市

釜倉トンネル

向 灘
市立病院

八 幡 浜 市八 幡 浜 市

やわたはま

ふたいわ

やわたはま

ふたいわ

せんじょうせんじょう

市役所
保内庁舎

市役所
八幡浜庁舎

日土保育所

日土幼稚園

保内幼稚園

八幡浜幼稚園

八幡浜聖母幼稚園

愛宕保育所
千丈保育所

神山保育所
神山幼稚園

川上保育所

真穴保育所

双岩保育所

日土保育所

日土幼稚園

保内幼稚園 保内保育所
保内児童センター
（愛称：だんだん）

保内保育所
保内児童センター
（愛称：だんだん）

白浜保育所

八幡浜幼稚園

八幡浜聖母幼稚園

愛宕保育所
千丈保育所

神山保育所
神山幼稚園

川上保育所

真穴保育所

双岩保育所

八幡浜児童センター八幡浜児童センター

病児・病後児保育施設
「キッズケア・しらはま」

保 育 所

中 学 校

高 等 学 校

9施設

小 学 校

幼 稚 園5園

12 校

5校

3校

保育所名 定員※2 所在地 開所時間※1 対象年齢 延長保育 その他

幼稚園名 定員 所在地 時間 給食 預かり保育

白浜保育所

神山保育所

千丈保育所

愛宕保育所

双岩保育所

川上保育所

真穴保育所

日土保育所

保内保育所
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裁判所通り

五反田湯島

木多町
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川辻

保内町宮内

7:30 ～ 18:30

7:30 ～ 18:30

9:00

14:00

7:30

18:00

最長 21:00 まで

最長 19:00 まで

休日保育有

神山幼稚園（市立）

保内幼稚園（市立）

八幡浜聖母幼稚園（私立）

八幡浜幼稚園（私立）

日土幼稚園（私立）
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70
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35

五反田

保内町宮内

昭和通り

本町

日土町

有

有

週2回有

週2回有

週3回有

有

有

有

ー

ー

一時預かり有
※1 土曜日の開所時間は 7:30 ～ 12:00 です（白浜保育所、保内保育所以外）
※2 定員はH31.4.1 時点の定員です。

一時預かり有

6 歳

0 歳

〜〜

〜

小学校名 児童数 放課後児童クラブ

松蔭小学校

白浜小学校

江戸岡小学校

神山小学校

千丈小学校

日土小学校

真穴小学校

川上小学校

双岩小学校

喜須来小学校

川之石小学校

宮内小学校

112

166

149

203

118

80

49

37

31

152

114

210

●

●

●

●

●

●

●

●

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

H30.5 時点

中学校名 生徒数

愛 宕 中 学 校

八 代 中 学 校

松 柏 中 学 校

真 穴 中 学 校

保 内 中 学 校

138

247

110

22

264

人

人

人

人

人

高等学校名 学科・生徒数

県立八幡浜高校

県立八幡浜工業高校

県立川之石高校

普通科　463 名
商業科　112 名

機械土木工学科　111 名
　　電気技術科　111 名

総合学科　337 名

H30.5 時点

H30.4 時点

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

子
育
て
・
教
育

八
幡
浜
市
で
は
、
平
成
　
年
　
月
よ
り
子
育
て
支
援
課

を
新
設
し
、
子
育
て
世
帯
の
育
児
の
負
担
感
・
不
安
感

を
少
し
で
も
減
ら
し
、
子
育
て
の
し
や
す
い
ま
ち
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
　
年
　
月
に
は
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
「
キ
ッ

ズ
ケ
ア
・
し
ら
は
ま
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
さ
ら
に
　
月

に
は
妊
娠
期
か
ら
就
学
期
前
に
至
る
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
行
う

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

子育て情報満載の子育て応援サイト

「はまっこ」を開設し、子育てに関

する情報を発信しています。

子育て・教育子育て・教育

10

4

4

31

29
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愛媛県八幡浜市の子育て応援サイト
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別府～八幡浜
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八 幡 浜 港

197

197

文

文

文

〒

×

卍

JR八幡浜駅

ニューホテルトヨ
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auショップ
高知
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魚市場
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道の駅・
みなとオアシス
「八幡浜みなっと」

漁協

四国
新町
ドーム

伊予

ローソン

セブン
イレブン

梅之堂

GS

八幡浜IC
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ローソン

みなと湯

JA

保健福祉センター

江戸岡小

愛宕中

文
八幡浜工高

八幡浜局

八幡浜署
中央
公民館

四国電力

フェリーのりば

武道館

大法禅寺

商工会館

南予地方局
八幡浜支局

愛媛信金

市役所
八幡浜庁舎

市民スポーツ
センター

スーパー

白浜保育所

北浜公園

八幡神社市民
図書館

白浜小

至保内町

至西予市

大　　平

向　　灘

栗 野 浦

松　　柏

山　　越

至大洲市

スーパー
スーパー

197

保内地区

378

喜木局

喜須来
保育所

スーパー

ファミリーマート

八幡浜市文化会館

市役所保内庁舎
GS

GS

喜須来小

ホームセンター

至日土

至
伊
方
町

至八幡浜市街
ローソン

ローソン

文

〒

N

王子の
森公園

ローソン

神山小

八代中

文

文

八幡浜
工高

文

八代・五反田地区

スーパー

医
療
・
健
康

医療機関

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所約救急医療について

平日夜間（20 時～ 23 時）及び日曜祝日（9 時～ 18 時）は、
一次救急休日・夜間診療所が対応します。（内科）※当番医が対応する日も有り。

小児科の日曜・祝日当番医（9 時～ 18 時）は、近隣の自治体との連携・ネットワーク型の広域救急医療体制で対応しています。

また、夜間に突然、子どもの具合が悪くなったときは、小児救急電話相談により、看護師または医師が応急処置などをアドバイスします。

え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
成
年
男
子
）

や
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
会
場
に
も

使
用
さ
れ
、
天
井
開
閉
式
展
望

温
水
プ
ー
ル
や
各
種
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
等
を
備
え
て
い
ま
す
。
そ
の

他
：
温
浴
施
設
を
備
え
た
民
間

の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
な
ど
も

有
り
ま
す
。

●
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

 

健
幸 

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
八
幡
浜
市
で
は
、
八
幡
浜
み
な
っ

と
を
起
点
と
し
た
Ｊ
Ｒ
八
幡
浜
駅
ま
で
続
く
千
丈
川
沿
い
の
道
等
、

　
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
、
道
標
と
し
て
地
元
の
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド  

八
幡
浜
ち
ゃ
ん
ぽ
ん  

を
広
め
る
た
め
に
誕
生
し
た

「
は
ま
ぽ
ん
」
と
、
特
産
品

の
か
ま
ぼ
こ
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
ペ
ッ
ト
犬
の
「
か

ま
ワ
ン
ち
ゃ
ん
」
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
配
布
し
て
い
ま

す
。

●
は
ま
ウ
ォ
ー
ク

健
幸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

平
成
　
年
度
よ
り
医
療
保
険

の
種
別
に
関
係
な
く
、
自
己

負
担
額
を
一
律
　
円
と
し
た

ワ
ン
コ
イ
ン
が
ん
検
診
を
実

施
し
、
が
ん
の
予
防
と
早
期

発
見
・
治
療
に
つ
な
ぐ
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

●
ワ
ン
コ
イ
ン

　
が
ん
検
診

八
幡
浜
市
内
に
は
、
平
成
　
年
　
月
に
完
成
し

た
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
を
は
じ
め
た
く
さ
ん

の
医
療
施
設
や
介
護
施
設
が
あ
り
ま
す
。
高
度

救
急
医
療
が
必
要
な
場
合
は
、
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
備
え
付
け
た
市
立
総
合
病
院
な
ど
か
ら
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
り
松
山
市
に
あ
る
県
立
中
央

病
院
な
ど
へ
搬
送
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
小
児
科
や
眼
科
を
含
む
医
療

機
関
が
約
　
ヶ
所
、
歯
科
医
院
が
　
ヶ
所
、
薬

局
が
約
　
ヶ
所
あ
り
ま
す
。 29

3

40

17

30

31

（
Ｈ
　
．４
月
時
点
）

37
5

4

1

4

4

17

30

（下記含む、歯科以外）

（20床以上）

一般診療所

小児科

産婦人科

眼　　科

整形外科

歯　　科

薬　　局

市立八幡浜総合病院
休日・夜間診療所

宇都宮病院

みかんこどもクリニック

小泉産婦人科医院

広瀬病院

守口小児科医院

谷池内科
胃腸科医院

“

”

“

”

医療・健康医療・健康

１４ １３

4

500

22

※分娩は取り扱っていません。（H31.4月時点）



１５１６

地
区
に
つ
い
て

地
区
に
つ
い
て

移
住
先
と
な
る

磯津
いそつ

日土
ひづち

日土東
ひづちひがし

喜須来
きすき

川之石
かわのいし

千丈
せんじょう

江戸岡
えどおか

白浜
しらはま

松蔭
まつかげ

神山
かみやま

双岩
ふたいわ

川上
かわかみ

真穴
まあな

大島
おおしま

舌田
しただ

川之内
かわのうち

宮内
みやうち

瀬戸内海

宇和海

佐田岬

地区について住まいについて

移
住
先
と
し
て
八
幡
浜
市
を
選
ん
だ
ら
、
次
は
希

望
の
暮
ら
し
が
実
現
で
き
そ
う
な
地
域
を
探
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

八
幡
浜
市
は
「
八
幡
浜
（
や
わ
た
は
ま
）
エ
リ
ア
」

と
、「
保
内
（
ほ
な
い
）
エ
リ
ア
」
の
大
き
く
二

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
番
遠
い
地
域
で
も
中
心

部
よ
り
車
で
約
　
分
で
す
。

各
地
域
に
は
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
農
村
の
美
し

い
景
観
、
豊
か
な
自
然
や
独
自
の
風
土
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
中
心
部
は
車
が
無
く
て

も
生
活
は
可
能
で
、
都
会
か
ら
移
住
し
て
も
不
便

は
余
り
感
じ
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
中
心
市

街
地
で
仮
住
ま
い
し
て
か
ら
、
理
想
の
地
域
や
空

き
家
を
じ
っ
く
り
探
す
方
法
も
お
ス
ス
メ
で
す
。

ぜ
ひ
、
実
際
に
現
地
を
訪
れ
、
そ
の
土
地
の
雰
囲

気
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

現
地
の
方
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日土東地区 川上地区 江戸岡地区

（H27 年度国勢調査より）

住居探しをサポートします！
空き家バンクに掲載した物件の一部をご紹介！
市内にはたくさんの空き家が有り、所有者等からの申請を受けて、空き家バンクへ掲載しています。

移住・定住支援ポータルサイトの中の空き家バンクでは、間取りや設備などの詳細を掲載しています。

詳しくは、ポータルサイト内の「空き家バンク情報」をご覧ください。※条件からも物件を検索できます。

「利用希望登録」をすれば、空き家バンクを利用できます！

●車が無くても生活できる！まち暮らし物件

静かに暮らせるリフォーム済み
の管理良好賃貸物件!!
3.5万円 / 3DK
＃車庫付き ＃水洗トイレ

まち暮らし
健康生活！市立病院近く、
高台の一軒家!!
380万円 / 5DK
＃庭付き　＃車庫付き　＃水洗トイレ　＃ペット可

まち暮らし山暮らし

売買物件売買物件賃貸物件

ひろびろゆったり、部屋数
多数の街なか物件
480万円 / 7部屋 / 7DK
＃庭付き　＃車庫付き　＃ペット可

まち暮らし

●静かにのんびり暮らす！田舎暮らし物件

空き家バンクの仕組み｜八幡浜市 移住・定住支援ポータルサイト
市内に空き家をお持ちの方に物件をご登録いただき、空き家の利用を希望する方にその情報を提供しています。

空き家等の有効活用を通して、本市への定住促進及び地域の活性化を図ることを目的としています。

登録申請売り主
貸し主 八幡浜市 空き家バンク

宅建協会
全日協会

協力
事業者

物件調査

物件調査
契約媒介

情報提供
利用登録

契約媒介

連
絡

協
定

空
き
家
所
有
者

買い手
借り手

空
き
家

利
用
希
望
者

25

瀬戸内海を望む見晴らし良好物件
530万円 / 4部屋 / 3DK
＃菜園付き　＃庭付き　＃水洗トイレ
＃ペット可

海暮らし 山暮らし
広い敷地の平屋建て！憧れの古民
家暮らしを手に入れませんか !?
1370万円 / 9DK
＃菜園付き　＃庭付き　＃車庫付き
＃水洗トイレ　＃ペット可

目の前に広がる瀬戸内海！母屋と離
れのある敷地ひろびろゆったり物件
450万円 / 母屋4K 離れ4DK
＃菜園付き ＃庭付き ＃倉庫付き 
＃水洗トイレ ＃ペット可

山暮らし 海暮らし

※交渉中又は契約済みの物件も掲載しています

売買物件売買物件売買物件

白浜地区

松蔭地区

江戸岡地区

神山地区

千丈地区

舌田地区

川上地区

真穴地区

双岩地区

日土地区

日土東地区

川之内地区

大島地区

喜須来地区

川之石地区

宮内地区

磯津地区

4 , 3 6 2 人

3 , 5 8 5 人

3 , 1 1 1 人

4 , 6 8 5 人

2 , 8 3 7 人

652 人

957 人

1 , 1 7 2 人

1 , 5 2 2 人

1 , 3 0 4 人

434 人

292 人

244 人

2 , 7 5 8 人

2 , 8 3 0 人

3 , 5 7 5 人

535 人

移住・定住ポータルサイトで
17地区の様子を紹介
しています！
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移住者インタビュー移住者インタビュー

移住スタイル

就農
ターンI

“2 人でいる時間を大切にしたい”
　　望みを叶えるため新天地でみかん農家へ

※１　かんきつ農家志望者やかんきつ農家のアルバイト ( 援農 ) 希望者などに情報提供と就農・援農までの総合的なサポートを行う。ＪＡにしうわに事務局を置く。
※２　みかんの里宿泊・合宿施設「マンダリン」。廃校となった小学校の校舎を転用し、みかん収穫期のアルバイターや農業研修者の宿泊施設として整備したもの。

気になる移住のホンネ教えて！

Ｑ１移住を考えるにあたって大切にしていたことはなんですか？
最初から 2 人で相談しながらすすめることです。いっしょにできる仕事がしたかったので、カフェや雑貨屋さんをやるのもいいなと思ってい
ました。また旅行が好きでいろんな所を見てきたので、いいところに住みたいなとも。

Ｑ2 困ったこと、不安なことはありますか？
新規就農者への補助金（5年給付）が打ち切られた時に、自営だけでやっていけているか？ということです。
逆にそれを目標に、努力していきたいと思っています。

Ｑ3 移住を考えている人にアドバイスするとしたら？
つらい事、くじけそうになったときは、初心を思い出してください。何を一番大切にしたいのかを考えれば、おのずと道は定まります。真穴
地区の海に心ひかれた移住者は、海を一番に考えます。私たちは 2人でいることが一番なので、そのためなら頑張れました。

兒嶋さん夫妻のように、全く知らない土地へのＩターンは、仕事や生活全てにおいて不安なことも多いと思います。
八幡浜市には、移住後もしっかりサポートする”定住支援員”がいます。
地元の人には当然すぎて気づきにくい移住者の戸惑いや困りごとにもアドバイスができるので、気軽に相談してください。

八幡浜市
移住担当者
からひと言

農
業
は
修
業
中
、
住
ま
い
も
現
在
進
行
中

※1

※2

 　
　
月
は
極
早
生
み
か
ん
の
最
盛
期
。
就
農
し
て
半
年
あ
ま

り
と
い
う
兒
嶋
さ
ん
の
畑
で
も
、
朝
早
く
か
ら
小
さ
な
か
わ

い
い
み
か
ん
を
摘
み
取
っ
て
い
た
。

　
「
当
た
り
前
の
こ
と
な
ん
で
す
が
、こ
う
や
っ
て
１
個
１
個
、

だ
れ
か
の
手
で
摘
み
取
ら
れ
た
み

か
ん
を
食
べ
て
い
た
ん
だ
な
っ

て
」
と
感
慨
深
げ
に
話
す
隆
文
さ

ん
。
群
馬
県
出
身
の
２
人
は
、
八

幡
浜
に
来
る
ま
で
み
か
ん
狩
り
さ

え
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
わ
ず
か
２
年
ほ
ど
前

ま
で
は
、
み
か
ん
農
家
の 

み 

の

字
さ
え
頭
に
な
か
っ
た
の
だ
。

　　
小
学
校
の
同
級
生
だ
と
い
う
２
人
が
結
婚
し
た
の
は
、
２

０
１
２
年
の
こ
と
。
と
こ
ろ
が
夜
勤
の
多
い
隆
文
さ
ん
は
、

日
勤
の
梓
さ
ん
と
の
生
活
リ
ズ
ム
が
合
わ
ず
、
す
れ
違
い
の

毎
日
だ
っ
た
。

　
意
を
決
し
て
隆
文
さ
ん
は
転
職
。
そ
こ
は
農
業
資
材
を
扱

う
会
社
だ
っ
た
。
多
く
の
農
家
や
農
業
移
住
者
た
ち
と
ふ
れ

あ
う
う
ち
、
ふ
と
「
農
業
は
ど
う
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
考
え

が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

　
２
０
１
５
年
７
月
、
軽
い
気
持
ち
で
東
京
で
開
催
さ
れ
た

農
業
移
住
者
募
集
フ
ェ
ア
に
出
か
け
た
２
人
。
群
馬
の
近
県

を
覗
い
て
い
た
が
「
オ
レ
ン
ジ
の
旗
が
た
つ
ブ
ー
ス
が
盛
況

で
。
満
席
だ
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
席
が
空
い
た
の
で

座
っ
た
ん
で
す
。」

　
そ
れ
が
、
西
宇
和
み
か
ん
支
援
隊
の
ブ
ー
ス
だ
っ
た
。

　
西
宇
和
は
八
幡
浜
市
、西
予
市
三
瓶
町
、
西
宇
和
郡
伊
方

町
の
三
市
町
を
指
す
。
山
が
海
に
迫
る
平
地
の
少
な
い
地
域

で
、
温
州
み
か
ん
を
中
心
と
す
る
か
ん
き
つ
類
の
一
大
産
地
。

知
名
度
の
高
い
み
か
ん
産
地
な
の

に
、
移
住
を
募
る
ほ
ど
人
口
が
減
っ

て
る
こ
と
が
兒
嶋
さ
ん
に
は
不
思

議
に
思
え
た
。「
果
物
栽
培
も
い
い

な
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
考
え
と
、

海
の
あ
る
県
へ
の
憧
れ
か
ら
、
自

然
と
愛
媛
県
に
興
味
を
抱
く
よ
う

に
な
っ
た
。

　
こ
こ
か
ら
兒
嶋
夫
妻
の
移
住
・
み
か
ん
農
家
へ
の
道
は
、

ま
る
で
高
速
道
路
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
展
開
だ
っ
た
。

　
ま
ず
フ
ェ
ア
の
翌
週
、
１
泊
２
日
の
旅
行
が
て
ら
愛
媛
県

へ
。
天
気
も
よ
く
、
海
沿
い
を
走
っ
た
時
は
「
テ
ン
シ
ョ
ン

が
あ
が
り
ま
し
た
。
い
い
と
こ
ろ
だ
な
〜
と
。」

　
２
度
目
の
訪
問
は
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
を
利
用
し
、
み
か

ん
支
援
隊
の
援
助
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
み
か
ん
栽
培
体
験

を
す
る
。

　
八
幡
浜
市
の
真
穴
（
ま
あ
な
）
地
区
に
住
む
移
住
者
の
先

輩
も
、
仲
間
の
移
住
者
た
ち
を
集
め
て
く
れ
て
い
ろ
い
ろ
な

話
が
聞
け
た
と
い
う
。

　
翌
年
１
月
、
勤
務
先
に
も
事
情
を
話
し　
日
間
の
日
程
で

愛
媛
入
り
。
こ
の
時
は
移
住
の
気
持
ち
が
固
ま
っ
て
い
た
の

で
、
作
業
体
験
に
加
え
家
探
し
も
目
的
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の　
み
か
ん
の
里
宿
泊
・
合
宿
施
設

「
マ
ン
ダ
リ
ン
」
を
紹
介
さ
れ
、
こ
こ
を
一
時
の
仮
住
ま
い
と

し
た
。

　
２
０
１
６
年
春
い
よ
い
よ
八
幡
浜
へ
移
住
。
４
地
区
を
ま

わ
っ
て
体
験
実
習
を
積
み
、
自
分
た
ち
に
あ
っ
た
土
地
を
探

し
た
。
希
望
は
家
族
経
営
で
き
る
こ
と
。
条
件
に
合
い
そ
う

な
双
岩
（
ふ
た
い
わ
）
地
区
に
し
ぼ
り
、
隆
文
さ
ん
は
研
修

を
続
け
、
梓
さ
ん
は
農
協
の
パ
ー
ト
に
就
い
た
。

み
か
ん
狩
り
経
験
ゼ
ロ
！
か
ら
の
み
か
ん
農
家
へ

オ
レ
ン
ジ
色
の
旗
を
追
っ
て
八
幡
浜
へ

素
早
い
判
断
で
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い

10
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月
、
近
所
の
人
か
ら
「
農

地
付
の
空
き
家
を
買
わ
な
い

か
」
と
い
う
話
が
舞
い
込
ん
で

き
た
。
家
を
購
入
す
る
予
定
は

な
か
っ
た
が
、
敷
地
内
に
２
階

建
て
倉
庫
も
あ
る
格
安
物
件

だ
。憧
れ
の
海
か
ら
は
遠
い
が
、

近
く
を
県
道
が
通
っ
て
い
る
の

で
交
通
の
便
が
良
い
。
子
ど
も

の
こ
と
や
老
後
を
考
え
る
と
安

心
だ
。
何
よ
り
、
農
業
指
導
を

仰
ぐ
師
匠
宅
に
も
近
い
。

　
問
題
は
、
就
農
家
で
な
い
と
農
地
付
の
家
が
買
え
な
い
と
い
う

規
約
だ
っ
た
。
研
修
を
始
め
て
１
年
も
た
っ
て
い
な
い
が
、
ツ
テ

も
な
い
中
、
農
地
を
手
に
入
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
滅
多
に
な
い
。
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
ま
い
と
、
隆
文
さ
ん
は
予
定
よ
り
早
く
研
修
を

切
り
上
げ
、
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
新
規
認
定
就
農
家
と
し
て
の

新
た
な
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。　

購
入
し
た
家
は
傷
み
が
激
し
く
、

そ
の
ま
ま
で
は
住
め
る
状
態
で
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
県
や
市
か
ら
の

補
助
金
と
自
分
た
ち
の
蓄
え
か
ら

予
算
を
組
み
、
水
回
り
を
中
心
に

住
宅
施
工
業
者
に
家
の
補
修
を「
予

算
内
で
収
ま
る
部
分
ま
で
」
依
頼

し
た
。「
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
リ
ビ
ン

グ
ま
で
は
プ
ロ
に
任
せ
、
そ
れ
以

外
は
自
分
た
ち
で
貼
り
ま
し
た
。」

農
作
業
の
合
間
に
、
自
分
た
ち
で

壁
に
漆
喰
を
塗
っ
た
り
、
棚
を
つ

け
た
り
と
、
夫
婦
で
の
リ
フ
ォ
ー

ム
を
楽
し
ん
で
い
る
。　
　

　
家
の
前
に
流
れ
る
小
川
は
ホ
タ
ル
が

舞
う
清
流
で
、
隣
り
の
畑
に
は
野
菜
が

た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
。
畑
の
持
ち
主

は
「
自
由
に
採
っ
て
い
い
よ
」
と
い
っ

て
く
れ
る
そ
う
だ
。

　
家
と
会
社
の
往
復
だ
っ
た
群
馬
時
代

よ
り
、
こ
こ
の
知
り
合
い
の
方
が
多
く

な
っ
た
と
い
う
隆
文
さ
ん
。
パ
ー
ト
で

働
い
て
い
た
梓
さ
ん
も
し
か
り
。
現
在
、

梓
さ
ん
は
パ
ー
ト
を
辞
め
、
一
緒
に
み

か
ん
作
業
で
汗
を
流
す
。

　
思
わ
ぬ
発
見
も
あ
っ
た
。
話
す
時
間
が
増
え
る
こ
と
で
、
い
ま

だ
に
お
互
い
の
知
ら
な
い
面
が
で
て
く
る
の
だ
。
そ
し
て
、
相
手

の
こ
と
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
一
層
深
ま
っ
た
と
い
う
。

　
収
穫
中
の
極
早
生
み
か
ん
は
酸
味
の
利
い
た
さ
わ
や
か
で
若
い

味
。
新
た
な
道
を
歩
む
２
人
の
よ
う
だ
が
、
故
郷
の
友
人
た
ち
に

贈
る
な
ら
、
も
う
少
し
あ
と
に
収
穫
す
る
甘
い
み
か
ん
に
し
た
い

そ
う
だ
。

　
み
か
ん
栽
培
が
軌
道
に
の
っ
た
ら
、
友
人
た
ち
を
自
宅
に
招
き

た
い
と
も
考
え
て
い
る
。

　
「
倉
庫
の
２
階
に
寝
泊
ま
り
で
き
る
部
屋
が
あ
る
ん
で
す
。
友
人

た
ち
に
み
か
ん
ア
ル
バ
イ
タ
ー
で
も
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
か
？
」

隆
文
さ
ん
が
冗
談
を
飛
ば
す
と
、

か
た
わ
ら
で
梓
さ
ん
が
コ
ロ
コ
ロ

笑
う
。

　
ま
だ
ま
だ
修
業
中
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
も
多
い
と
い
う
二
人
だ
が
、

熟
練
農
家
の
方
々
は
、
忙
し
い
中

で
も
若
い
二
人
に
手
間
を
厭
わ
ず

教
え
て
く
れ
、
感
謝
の
念
が
尽
き

な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
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熟
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家族だんらんを求めて移り住んだ場所で、
積み重ねたキャリアをいかす　

※１　ブルーマンは青い顔の 3人組。ブルーマングループは、世界中で大ヒットしている、芸術性、音楽性の非常に高い、ユーモア溢れる舞台パフォーマンスのこと。

摩
天
楼
の
そ
び
え
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
の
の
ど
か
な
港
町
へ

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
や
能
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
活
か
せ
る
仕
事
を
見
つ
け
る

※１

　
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
昨
今
、
国
際
結
婚
も
珍
し
く
は
な
い

が
、
八
幡
浜
市
に
移
住
し
て
き
た
カ
ッ
プ
ル
は
そ
う
多
く
な

い
。
道
の
駅
八
幡
浜
み
な
っ
と
か
ら
歩
い
て　
分
ほ
ど
の
、

静
か
な
住
宅
街
に
住
む
一
家
を
訪
ね
た
。

　
窓
か
ら
わ
ず
か
に
漏
れ
聞
こ
え
る
会
話
が
英
語
、
と
い
う

他
は
ご
く
一
般
的
な
民
家
だ
が
、
室
内
に
さ
り
げ
な
く
置
か

れ
た
小
物
や
家
族
写
真
の
見
せ
方
が
、
海
外
生
活
の
名
残
を

垣
間
見
せ
る
。「
ど
う
ぞ
〜
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」

と
に
こ
や
か
に
千
智
さ
ん
に
招
き
入
れ
ら
れ
、
ロ
ス
さ
ん
と

も
対
面
。「
あ
ま
り
日
本
語
う
ま
く
な
い
ん
で
す
」
と
、
こ

ち
ら
の
英
語
よ
り
は
る
か
に
流
暢
な
日
本
語
で
挨
拶
さ
れ

た
。
一
人
娘
の
心
ち
ゃ
ん
は
、
現
在
中
学
１
年
生
。
テ
ニ
ス

に
夢
中
な
女
の
子
だ
。

　
町
の
不
動
産
屋
で
紹
介
さ
れ
た
中
で
「
一
番
キ
ッ
チ
ン
が

現
代
風
だ
っ
た
か
ら
」
選
ん
だ
と
い
う
住
ま
い
。
無
造
作
に

か
け
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
証
や
、
大
物
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
肩
を

並
べ
て
写
る
ロ
ス
さ
ん
の
写
真
が
目
を
ひ
い
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
イ
リ
ノ
イ
州
生
ま
れ
の
ロ
ス
さ
ん
は
、
サ
ウ

ン
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
。
耳
慣
れ
な
い
職
業

だ
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
ル
バ
ム
制
作
や
ラ
イ
ブ
な
ど
に

は
欠
か
せ
な
い
、
よ
り
良
い  

音  

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
創
り

あ
げ
る
技
術
者
で
、
サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
呼
ば
れ
る
。

業
界
で
の
評
価
も
高
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
の  
ブ
ル
ー
マ
ン
グ
ル
ー
プ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ナ
ー
＆
サ
ウ
ン
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
参

加
し
て
い
た
。

　
八
幡
浜
市
出
身
の
千
智
さ
ん
は
、
１
９
９
５
年
に
大
阪
の

大
学
を
卒
業
後
、
仕
事
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
渡
っ
た
。
ロ
ス

さ
ん
と
は
、
ル
ー
ム
メ
イ
ト
の
友
人
と
し
て
知
り
合
い
、
２

０
０
４
年
に
結
婚
。
心
ち
ゃ
ん
を
出
産
後
は
、
育
児
に
専
念

し
た
。

　
ブ
ル
ー
マ
ン
の
シ
ョ
ー
や
ツ
ア
ー
は
世
界
規
模
。
千
智
さ

ん
も
心
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
、
３
か
月
ご
と
に
シ
ョ
ー
の
立
ち

上
げ
の
た
め
、
ト
ロ
ン
ト
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
ロ
ン
ド
ン
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ベ
ル
リ
ン
と
移
動
し
た
。
１
年
の
う
ち
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
自
宅
に
い
ら
れ
る
の
は
わ
ず
か
２
〜
３
か

月
ほ
ど
だ
っ
た
と
い

う
。
ロ
ス
さ
ん
は
育

児
に
協
力
し
て
く
れ

る
が
、
生
活
は
ハ
ー

ド
だ
っ
た
。

　
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

物
価
も
高
い
で
す
し
。

そ
れ
で
私
の
親
族
が

い
る
八
幡
浜
に
引
っ

越
そ
う
と
い
う
話
に

な
っ
た
ん
で
す
。」

　
２
０
０
９
年　
月

に
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー

公
演
の
千
秋
楽
を
迎

え
る
と
ロ
ス
さ
ん
は

フ
リ
ー
と
な
り
、　
月

末
に
一
家
は
八
幡
浜

へ
移
り
住
ん
で
き
た
。

　
移
住
当
初
、
ロ
ス
さ
ん
は
音
楽
の
仕
事
で
海
外
に
い
く
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
家
に
い
る
時
間
が
断
然
長
く
な
っ
た
。
音

楽
業
界
に
身
を
置
く
な
ら
ば
、
東
京
な
ど
大
都
市
に
い
た
ほ

う
が
よ
さ
そ
う
だ
が
、
ロ
ス
さ
ん
に
は
、
八
幡
浜
暮
ら
し
を

選
ん
だ
理
由
が
あ
っ
た
。「
早
く
に
両
親
を
亡
く
し
た
の
で
、

大
き
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
作
り
た
か
っ
た
。
こ
こ
に
は
千
智
の

両
親
や
親
戚
た
ち
が
い
ま
す
。」

　
ア
メ
リ
カ
の
内
陸
で
育
っ
た
ロ
ス
さ
ん
に
は
、
海
に
面
し

た
と
こ
ろ
も
魅
力
的
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
そ
し
て　
歳
で
米
国
の
定
年
を
迎
え
、音
楽
業
界
を
引
退
。

現
在
は
本
国
か
ら
の
年
金
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
八
幡
浜
市

国
際
交
流
協
会
の
依
頼
で
市
民
に
英
語
を
教
え
て
い
る
。
指

導
法
は
特
に
勉
強
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
八
幡
浜
で
知
り
合

い
に
英
語
を
教
え
る
う
ち
に
、
自
然
と
確
立
し
て
い
っ
た
。

地
域
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の  

ロ
ス  

メ
ソ
ッ
ド
だ
。
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休
日
に
は
家
族
で
の
ん
び
り
過
ご
す
時
間
が
で
き
た
。
九
州
行
き

の
フ
ェ
リ
ー
が
停
泊
す
る
八
幡
浜
港
を
眺
め
な
が
ら
、ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー

ク
を
散
策
す
る
。

　
ロ
ス
さ
ん
の
交
友
関
係
の
広
さ
は
、
い
ま
や
地
元
民
で
あ
る
千
智

さ
ん
を
し
の
ぐ
。
近
所
の
八
百
屋
さ
ん
に
は
「
買
い
物
袋
を
持
参
す

る
の
が
珍
し
か
っ
た
の
で
、
ロ
ス
さ
ん
は
『
エ
コ
バ
ッ
グ
』
と
あ
だ

名
を
つ
け
ら
れ
た
ん
で
す
よ
」
と
千
智
さ
ん
が
面
白
そ
う
に
教
え
て

く
れ
た
。

　
八
幡
浜
み
な
っ
と
の
イ
ベ
ン
ト
の
日
、
家
族
揃
っ
て
芝
生
広
場
へ

で
か
け
た
。
年
間
１
０
０
万
人
が
訪
れ
る
と
い
う
八
幡
浜
み
な
っ
と

は
、ロ
ス
さ
ん
の
台
所
だ
。仲
良
し
の
ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん
に
立
ち
寄
り
、

水
揚
げ
し
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
魚
が
並
ぶ
「
ど
ー
や
市
場
」
の
大
将

か
ら
、
本
日
の
お
す
す
め
を
教
え
て
も
ら
う
。

　
少
女
時
代
を
過
ご
し
た
と
は
い
え
、
変
貌
す
る
故
郷
は
千
智
さ
ん

に
と
っ
て
も
未
知
の
事
が
多
い
。
開
拓
精
神
あ
ふ
れ
る
ロ
ス
さ
ん
と

共
に
、
千
智
さ
ん
も
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

　
愛
媛
に
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
活
動
を
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
い
る
。
ロ
ス
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
彼
ら
の
創
作
活
動

を
手
伝
っ
て
い
る
。

特
別
な
機
材
が
無
く

て
も
、
持
て
る
技
術

で
音
を
生
み
出
す
ロ

ス
さ
ん
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
学

び
、
刺
激
を
う
け
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

は
、
幸
運
だ
。

　
彼
ら
が
制
作
し
た

ア
ル
バ
ム
に
は  

ロ

ス・ハ
ン
フ
リ
ー  

の

名
前
が
記
さ
れ
て
い

る
。稀
有
な
才
能
が
、

地
元
八
幡
浜
に
来
て

く
れ
た
こ
と
に
敬
意

と
感
謝
を
こ
め
て
。

　
一
方
千
智
さ
ん
は
、
帰
国
直
後
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
英
会
話
学
校

の
講
師
の
パ
ー
ト
を
見
つ
け
、
週
に
３
日
夕
方
だ
け
働
い
て
い
た
。

す
る
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
市
内
の
会
社
が
英
語
の
で
き
る
秘
書

を
募
集
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
た
の
で
、
並
行
し
て
働
く
こ
と

に
。
こ
ち
ら
も
週
に
３
日
だ
け
の
パ
ー
ト
勤
務
だ
っ
た
の
だ
が
、
ま

も
な
く
英
会
話
学
校
が
閉
校
と
な
っ
た
た
め
、
２
０
１
０
年
５
月
に

正
式
に
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

　
勤
務
先
は
、
米
国
企
業
と
日
本
企
業
２
社
の
計
３
社
か
ら
な
る
合

弁
企
業
で
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
パ
テ
ィ
を
製
造
し
て
い
る
。
事
務
部
門

の
社
員
は
、
海
外
と
の
や
り
と
り
が
多
い
の
で
英
語
力
が
求
め
ら
れ

る
。
千
智
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
せ
る
仕
事
だ
っ
た
。

　
会
社
は
女
性
の
登
用
に
積
極
的
で
、
社
員
を
男
女
等
し
く
実
力
、

能
力
で
評
価
す
る
。
結
果
、
現
在
６
部
門
あ
る
う
ち
３
部
門
の
リ
ー

ダ
ー
（
部
長
）
が
女
性
で
、
千
智
さ
ん
は
管
理
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
職

に
あ
る
。

　
愛
媛
県
は
、
全
国
一
通
勤
通
学
時
間
が
短
い
。
千
智
さ
ん
の
通
勤

時
間
も
、
自
転
車
で　
〜　
分
ほ
ど
だ
。
夕
方
に
は
帰
宅
で
き
る
が
、

家
事
は
帰
国
当
初
か
ら
家
に
い
る
こ
と
の
多
い
ロ
ス
さ
ん
が
主
に
担

当
し
て
く
れ
て
い
る
。
ロ
ス
さ
ん
が
家
を
あ
け
て
も
、
近
く
に
住
む

両
親
の
手
が
借
り
ら
れ
る
。Ｕ
タ
ー
ン
の
有
利
さ
を
存
分
に
活
か
し

た
、
働
き
や
す
い
環
境
だ
。 20

30

“ „

気になる移住のホンネ教えて！

お気に入りの場所はどこですか？
（千智さん）八幡浜みなっとが家から近く、いいお散歩コースです。八幡浜市立図書館は、子どものころにあった以前の建物の時からずっとお気に入
りの場所です。（ロスさん）ミニ四国霊場巡りのできるお四国山、宮島さんは、舌間地区にある厳島神社で海の中に鳥居があります。諏訪崎という美
しい岬もお気に入りです。それからオーディオ好きのマスターがいるジャズバーも！（心ちゃん）イーグル（八幡浜ちゃんぽんの有名店）

住んでみて良かったこと、残念なことは？
（千智さん）良かったことは、家族が仲良く過ごせること。残念なことは同年代の人が少ないように思うこと。私の年代は、町を出て行った人
が多く、帰ってきていないようです。（ロスさん）良かったことは、安全な町だということと、新鮮な魚や野菜が手に入ること。残念なことは、
お年寄りのなかには外国人を苦手とする人がいることです。ちょっとさみしいですね。

移住を考えている人にアドバイスを
見知らぬ土地に行くときは、お試しに 1 週間くらい住んでみることをおすすめします。移住を決めたら、土地の人に色々学ぶこと、そして生活
をエンジョイすることです。

かつて八幡浜は四国で最初に電灯がともり、県内初の銀行が設立されるなど「伊予の大阪」と呼ばれた商業の町でした。今は昔の繁栄の面影
が市内の古い建物などに残っている程度ですが、日本中にブームを巻き起こした「塩パン」を生み出すなど、パイオニア精神は失われていま
せん。平地が少ないので、職場・スーパーや道の駅・小さなお子さんをのびのび遊ばせることができる緑地公園などがコンパクトにまとまっ
ており、生活するのに便利です。県都松山市からも比較的近い立地にあり、九州とを結ぶフェリー港があることから、第2国土軸として高速
道路を整備中で、今後ますます交通の便はよくなります。30代や40代の子育て中の方々にも魅力的な町だと思います。

八幡浜市
移住担当者
からひと言

外
に
出
よ
う
、
楽
し
も
う
、そ
う
す
る
こ
と
で
人
の
輪
が
広
が
る

12
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移住スタイル

就農
ターン
U

回り道も無駄ではない　
               覚悟を決めて農業の道へ

気になる移住のホンネ教えて！

Ｕターンならではの悩みはなんですか？
一度出て行った者なので、また出て行くのではないか？と思われているかもしれません。でもそれを悩みにしても仕方ないし、自分にできる
ことは１日１日、目の前のことに一生懸命取り組む事しかないと考えています。

みかん農家の研修生として働いている中で、つらかったことは？
軽トラックの荷台のゲートをきちんと閉めていなくて、積み込んだみかんの入ったコンテナを転がしてしまったことです。たくさん失敗もし
ています。受け入れ農家の皆さんの懐の深さには本当に救われています（笑）。

移住を考える人にアドバイスを
自分もかつては長野県への移住をしていた者として言えることですが、殻に閉じこもることなく、ふれあいを大切にしてほしい。暮らしの中
に飛び込んで、新しい風になってほしい、と思います。そこで長年暮らしている人だから分かることもあると思いますが、逆に、見えなくなっ
ていることもあると思います。移住してきた人の視点は、とても貴重であると思います。移住者も受け入れる側も、お互いを大切にしていけ
たらいいなと思います。

新規就農家の支援制度には様々なものがあります。新たに設けられたり、既存の制度が改訂や終了したりしていることもあるので注意が必要
です。また県、市、ＪＡと制度の母体もさまざまです。八幡浜市の就農支援は、他の市町村と比べても充実していると思いますので、まずは
一度相談してください。

八幡浜市
移住担当者
からひと言

愛
媛
の
み
か
ん
が

　
Ｕ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
た

仲
間
と
一
緒
に

八
幡
浜
の
み
か
ん
畑
を
未
来
へ
残
し
て
い
き
た
い

し
が
ら
み
の
な
い
他
県
で
始
め
た
農
業
修
業

　
梶
谷
さ
ん
は
、
寝
て
も
覚
め
て
も
農
業
に
ど
っ
ぷ
り
と

浸
れ
る
環
境
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
。
目
に
留
ま
っ

た
の
が
、
愛
媛
か
ら
遠
く
離
れ
た
長
野
県
川
上
村
。「
日
本

一
の
高
原
野
菜
の
産
地
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
愛
媛
の
住
ま
い
を
引
き
払
い
、
何
の
当
て
も
な
く
川

上
村
を
訪
れ
た
梶
谷
さ
ん
は
、
住
み
込
み
で
働
か
せ
て
も

ら
え
る
所
を
探
し
、
飛
び
込
み
で
と
あ
る
農
家
を
見
つ
け

た
。
　
川
上
村
の
住
民
は
人
口
約
４
０
０
０
人
の
う
ち
、
約
７

割
が
レ
タ
ス
農
家
。
加
え
て
約
１
０
０
０
人
の
ア
ル
バ
イ

タ
ー
（
外
国
人
が
８
割
・
日
本
人
は
２
割
程
度
）
が
い
る
。

レ
タ
ス
栽
培
の
仕
事
は
３
月
下
旬
〜　
月
上
旬
ま
で
だ
が
、

川
上
村
で
は
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
、
大
地
が
雪
に
埋

も
れ
る
冬
の
農
閑
期
に
も
ア
ル
バ
イ
ト
料
が
支
払
わ
れ
る

農
家
も
あ
る
と
い
う
。
梶
谷
さ
ん
は
、
深
夜
は
コ
ン
ビ
ニ
・

そ
し
て
朝
か
ら
夕
方
ま
で
は
ス
キ
ー
場
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
か
け
も
ち
し
て
働
き
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
。

　
「
誰
も
知
り
合
い
の
い
な
い
土
地
で
す
が
、
地
域
の
人
に

は
、
本
当
に
よ
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
川
上
村
の
農
家

の
皆
さ
ん
は
、
深
夜
２
時
か
ら
収
穫
作
業
を
開
始
し
、
農

作
業
は
夕
方
ま
で
行
い
ま
す
。
晩
御
飯
を
食
べ
て
夜
７
時

過
ぎ
に
は
村
は
寝
静
ま
る
と
い
っ
た
状
況
が
半
年
続
き
ま

す
。
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
レ
タ
ス
農

業
は
本
当
に
楽
し
く
、
農
業
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
て
い

き
ま
し
た
。」
そ
ん
な
梶
谷
さ
ん
に
は
、
婿
養
子
に
入
ら
な

い
か
？
と
い
う
話
も
２
、
３
件
あ
っ
た
と
い
う
。
川
上
村

は
休
耕
地
や
耕
作
放
棄
地
が
０
％
。
し
た
が
っ
て
新
た
に

農
地
を
手
に
い
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
新
規
で
農
家
と

し
て
独
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
だ
。

　
し
か
し
こ
の
時
す
で
に
梶
谷
さ
ん

は
、
ふ
る
さ
と
愛
媛
・
八
幡
浜
で
農

業
を
し
て
、
こ
の
村
の
人
た
ち
が
自

分
に
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
自
分
の

ふ
る
さ
と
で
も
誰
か
に
し
て
い
け
た

ら
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
梶
谷
さ
ん
は
、
保
内
町(

２

０
０
５
年
八
幡
浜
市
と
合
併)

出
身
。
保
内
町
は
瀬
戸
内
海

と
宇
和
海
に
面
し
、
昔
か
ら

か
ん
き
つ
類
の
栽
培
が
盛
ん

だ
が
、
愛
媛
県
で
最
初
に
電

気
が
通
り
、
ま
た
銀
行
が
設

立
さ
れ
る
な
ど
、
県
内
の
文

明
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
側
面

も
持
つ
。

　
梶
谷
家
は
農
家
で
は
な
い

が
、
近
所
に
は
み
か
ん
畑
が

あ
り
、
農
家
の
隣
人
・
友
人
・
知
人
も
多
い
。

「
昔
か
ら
、
農
業
や
農
家
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
は
自
然
と
身
に

つ
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
。」

　
愛
媛
県
の
地
方
に
育
っ
た
若
者
の
多
く
は
、
高
校
卒
業

後
の
進
路
を
松
山
市
も
し
く
は
県
外
へ
求
め
る
。
梶
谷
さ

ん
も
関
西
の
大
学
へ
進
学
し
、
卒
業
後
愛
媛
に
戻
っ
て
一

般
企
業
に
営
業
職
と
し
て
就
職
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
以
前
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
方
に
、

道
の
駅
八
幡
浜
み
な
っ
と(

２
０
１
３
年
開
設)

の
準
備
期

間
中
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
青
空
市
」
の
店
長
を
や
っ
て
み

な
い
か
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
梶
谷
さ
ん
は
、
多
く
の
地

元
の
人
た
ち
と
触
れ
合
え
る
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
、
快
く

引
き
受
け
た
。

　
か
ん
き
つ
類
や
加
工
品
の
販
売
を
し
て
い
た
約
２
年
間
、

の
べ
１
０
０
人
を
超
え
る
農
家
や
農
協
関
係
の
人
た
ち
と

関
わ
っ
た
。
今
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
か
ら
、

梶
谷
さ
ん
の
中
に
あ
っ
た
農
業
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
や
憧
れ

が
刺
激
さ
れ
、
農
家
へ
の
興
味
を
持
つ
強
い
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

　
し
か
し
農
業
が
簡
単
で
は
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
い
る

た
め
、
非
農
家
で
あ
る
自
分
に
そ
の
適
性
が
あ
る
の
か
？

地
元
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
信
が
な
い
ま
ま
八
幡
浜
で
農

業
に
就
く
こ
と
に
は
、
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
。

　
２
０
１
６
年
夏
の
終
わ
り
、
川
上
村
の
ス
ー
パ
ー
で
、
村
出
身
の
宇

宙
飛
行
士・油
井
亀
美
也
さ
ん
を
見
か
け
た
。梶
谷
さ
ん
は
、ツ
イ
ッ
タ
ー

を
通
じ
て
、
油
井
さ
ん
が
宇
宙
で
の
長
期
滞
在
中
に
、
愛
媛
県
産
の
み

か
ん
を
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
内
で
食
べ
て
、
元
気
を
も
ら
っ
た
こ
と
、

任
務
を
終
え
地
球
に
戻
っ
た
油
井
さ
ん
が
、
そ
の
お
礼
に
と
愛
媛
県
八

幡
浜
市
を
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、声
を
か
け
た
。「
油

井
さ
ん
！
私
は
日
本
一
の
み
か
ん
の
産
地
、
愛
媛
県
八
幡
浜
市
か
ら
、

レ
タ
ス
農
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
に
川
上
村
に
や
っ
て
き
ま
し
た
！
」

と
。
そ
し
て
油
井
さ
ん
に
「
農
業
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
年
の
暮
れ
、　
歳
の
と
き
、
梶
谷
さ
ん
は
八
幡
浜
市
に
戻
っ
た
。

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
制
度
は
５
年
間
あ
る
が
、　
歳
ま
で
と
年
齢
の
上

限
が
き
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ぎ
り
ぎ
り
の
Ｕ
タ
ー
ン
だ
。

　
Ｊ
Ａ
西
宇
和
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
現
在　
件
の
農
家
が
梶
谷
さ
ん
の
研

修
を
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
る
。

　
「
み
か
ん
は
ズ
ブ
の
素
人
。
こ
れ
だ
け
の
み
か
ん
王
国
で
育
っ
た
は
ず

な
の
に
、
み
か
ん
農
家
の
暮
ら
し
と
い
う
も
の
は
、
全
く
知
ら
ず
に
こ

こ
ま
で
き
ま
し
た
。
途
方
に
暮
れ
る
よ
う
に
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
う
よ

う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
農
家
の
先
輩
は
余
す
こ
と
な
く
そ
の
全
て

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
研
修
生
で
あ
る
自
分
は
、
こ
の
道
で
ず
っ
と
頑

張
ら
れ
て
い
る
先
輩
農
家
の
皆
さ
ん
に
、
お
金
を
も
ら
い
な
が
ら
勉
強

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

　
こ
の
気
持
ち
は
日
々
の
作
業
で
役
に
立
つ
こ
と
、
そ
し
て
成
長
し
て

い
く
こ
と
で
返
し
て
い
く
し
か
な
い
と
心
に
誓
う
。

　
梶
谷
さ
ん
の
よ
う
に
、
新
規
就
農
農

家
を
目
指
し
て
八
幡
浜
に
や
っ
て
き
た

青
年
た
ち
と
の
交
流
も
あ
る
。彼
ら
は
、

み
か
ん
収
穫
期
の
ア
ル
バ
イ
タ
ー
や
農

業
研
修
者
の
宿
泊
施
設
と
し
て
、
廃
校

と
な
っ
た
小
学
校
を
改
修
し
て
設
立
さ

れ
た
「
マ
ン
ダ
リ
ン
」
で
暮
ら
し
て
い

る
が
、
梶
谷
さ
ん
は
Ｕ
タ
ー
ン
で
あ
る

た
め
、
自
宅
か
ら
園
地
へ
通
う
。
お
気

に
入
り
は
、
港
が
一
望
で
き
る
農
園
で

の
作
業
だ
。

　
「
も
ち
ろ
ん
決
し
て
楽
な
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
長
野
で
の
生

活
を
経
て
、
地
元
で
農
業
を
し
な
が
ら
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
共
に
汗
を

流
し
て
働
い
て
い
る
「
同
志
」
の
こ
と
。
自
分
も
早
く
、
そ
の
一
員
と

し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
ら
な
い
と
！
と
思
い
ま
す
し
、
日
々
こ

の
環
境
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。」

　
Ｊ
Ａ
西
宇
和
管
内
で
は
「
農
家
が
そ
の
家
に
後
継
者
が
お
ら
ず
、
も

う
手
放
そ
う
と
思
っ
て
い
る
み
か
ん
畑
を
Ｊ
Ａ
西
宇
和
に
管
理
委
託
す

る
」と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。通
常
１
年
〜
２
年
の
研
修
が
終
わ
る
と
、

そ
の
園
地
を
譲
り
受
け
て
農
家
と
し
て
自
立
す
る
。
そ
れ
が
梶
谷
さ
ん

の
現
在
の
目
標
だ
。

　
「
農
業
研
修
を
受
け
入
れ
て
く
れ

て
い
る
農
家
の
先
輩
か
ら
、
梶
谷

く
ん
は  

新
し
い
風　
期
待
し
て

い
る
よ
、
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
ん

な
ふ
う
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
人

た
ち
の
中
で
、
自
分
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
？
を
考
え
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
す
。」

　
農
家
出
身
で
は
な
い
が
、
梶
谷

さ
ん
は
、
農
業
を
「
継
ぐ
者
」
と

し
て
の
覚
悟
を
、
今
の
暮
ら
し
の

中
で
見
出
そ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
。
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非
農
家
生
ま
れ
の
者
が
、

　
　
　
　
農
業
を
選
択
す
る
こ
と
へ
の
た
め
ら
い
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